
 

 

令和５年度 

 

第１２回千葉市農業委員会総会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市農業委員会 



 

1 

 

千葉市農業委員会総会議事録 

 

 

令和６年２月１５日、千葉市農業委員会会長 長谷部 衡平は、令和５年度第１２回

千葉市農業委員会総会を千葉市役所２階ＸＬ会議室201・202に招集した。 

 

 

＜会議に付した議案＞   

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について          ６件 

議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請について          ８件 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について（一時転用）   ２件 

議案第４号 特定生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願について    １件 

議案第５号 千葉市農用地利用集積計画（案）の決定について      １０件 

議案第６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について       ３件 

議案第７号 千葉市農地利用最適化推進委員の委嘱について         

 

 報告第１号 農地法第３条の３の規定による届出について            １件 

報告第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について       ５件 

報告第３号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出について      ３６件 

報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知について         ２件 

報告第５号 地目変更登記に係る照会に対する回答について          １２件 

報告第６号 賃借料情報の提供について                     
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＜出席委員＞（１７名） 

１番 秋 庭 重 樹    ２番 石 井 一 也 

３番 小 川 友 安    ４番 長谷部 衡 平 

５番 芳  澤 和  哉    ６番 小 島 英 男      

７番 横 山 清 亮    ８番 𣘺 本  泉   

  ９番 佐々木 貴 史     １０番 秋 葉 重 雄 

１１番 大 塚 秀 行      １２番 脇 田 章 子    

 １３番 清 宮 惠理子      １４番 小 林 直 樹    

 １５番 市 原 律 子      １６番 髙 橋 芳 和    

 １７番 齊 藤 憲 次 

 

 

 

＜事務局説明員＞ 

事 務 局 長  渡 部 義 憲    次    長 中 田 照 子       

次 長 補 佐  齋 藤 聡 子    農地活用班長 佐々木 聡 子       

農地保全班長  原 田 賢 一    農地審査班長 髙 山 智 裕      

農地指導班長   森 末 豪 
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議長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 （ 午前１０時００分 ） 

 

 ただいまより、令和５年度第１２回千葉市農業委員会総会を開会いたし

ます。 

お手元の会議日程に従いまして、進行させていただきます。 

本日の出席委員は、１７人中１７人で総会は成立しております。 

それでは、議事に入ります。 

はじめに、日程第１「議事録署名人の選出」ですが、議席番号順と 

なっておりますので、私より指名いたします。 

議席番号  １６番  髙橋 芳和 委員 

議席番号  １７番  齊藤 憲次 委員 

のご両名にお願いいたします。 

 

続きまして、日程第２ 議案第１号「農地法第３条の規定による許可申

請について」を上程いたします。 

事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案書の１ページをご覧ください。 

はじめに第１項です。 

お手元の資料１ページから６ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります東京都調布市に在住の方が、義務者であり

ます中央区宮崎１丁目に在住の方が所有する中央区南生実町の農地を、新

規就農のため、賃借権の設定をするものです。 

面接した権利者によりますと、相模原市の市民農園において「ほうれ

んそう」などの生産をしているとのことです。 

将来においては、規模拡大を視野に入れ、取り組むとのことです。 

申請地の取得後の作目は、「インゲン、ほうれんそう、じゃがいも」な

どを予定しております。 

次に、第２項です。 

お手元の資料７ページから１２ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります佐倉市上志津に本店の所在する農地所有適

格法人が、義務者であります、若葉区若松町に在住の方が所有する若葉区
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小倉町の農地を、新規就農のため、使用貸借権の設定をするものです。 

面接した権利者によりますと、権利者は「きくらげ」などの栽培を行

っている会社を、６年間経営していたとのことです。 

将来においては、規模拡大を視野に入れ、取り組むとのことです。 

申請地の取得後の作目は、「しいたけ」を予定しております。 

議案書の２ページをご覧ください。 

次に、第３項です。 

お手元の資料１３ページから１９ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります佐倉市大篠塚に本店の所在する農地所有適

格法人が、義務者であります佐倉市大篠塚在住の方が所有する若葉区下泉

町の農地を、新規就農のため、所有権の移転をするものです。 

面接した権利者によりますと、権利者が経営する法人において「芋」

や「米」の生産をするとのことです。将来においては、規模拡大を視野

に入れ、取り組むとのことです。 

申請地の取得後の作目は、「栗、さつまいも、米」を予定しております。 

次に、第４項です。 

お手元の資料２０ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります花見川区天戸町に在住の方が、義務者であ

ります群馬県高崎市に在住の方が所有する花見川区天戸町の農地を、経営

規模拡大のため、所有権の移転をするものです。 

申請地の取得後の作目は、「長ネギ」を予定しております。 

 議案書の３ページをご覧ください。 

次に、第５項です。 

お手元の資料は、２１ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります緑区誉田町２丁目に在住の方が、義務者で

あります緑区あすみが丘２丁目に在住の方が所有する若葉区中野町の農

地を、経営規模拡大のため、所有権の移転をするものです。 

申請地の取得後の作目は、「芝」を予定しております。 

次に、第６項です。 

お手元の資料２２ページから２３ページをご参照ください。 

本案件は、権利者であります美浜区真砂１丁目に本店の所在する農地所

有適格法人が、義務者であります東京都国分寺市に在住の方が所有する緑

区大木戸町の農地を、経営規模拡大のため、所有権の移転をするものです。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

𣘺本委員 

 

事務局 

 

清宮委員 

 

 

事務局 

 

清宮委員 

 

事務局 

 

 

清宮委員 

 

 

 

 

 

 

申請地の取得後の作目は、「甘藷、ほうれんそう」を予定しておりま

す。 

事前審査第１班としましては、農地法第３条第２項各号の「全部効率

利用要件」、「農作業の常時従事要件」、「地域調和要件」等に適合し

ており、許可要件の全てを満たしているものと判断し、許可相当と意見

決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第１班班長の説明について、質問、意見等があ

りましたら、挙手をもってお願いいたします。 

 

第３項について、権利者の法人は農地所有適格法人でしょうか。 

 

 義務者の方が立ち上げた農地所有適格法人となります。 

 

 第２項について、すべての施設をリースにより取得するのでしょう

か。 

 

 そのように聞いております。 

 

 リース・借入先の事業者はハウス等を保有しているのでしょうか。 

 

 当該事業者が銀行のリース会社であることは把握していますが、どの

ような施設をリースしているかまでは把握しておりません。 

 

 ハウスは今後も増やす予定とのことですが、比較的費用がかかるもの

であり、またリースの仕組み等も不明なことから、経営が成り立つのか

不安に思いました。 

 次に、権利者の方は、以前熊本県で「きくらげ」の栽培を行う会社の

経営を行っていたとのことですが、これらを止めた理由がわかれば教え

てください。 

 



 

6 

 

事務局 

 

 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

議場 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当権利者の方は熊本県で経営していた法人を売却後、都内で会社勤め

をしていましたが、再度農業に携わりたいとのことで、本申請に至った

とのことです。 

 

他に質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、許可することに賛成の方は、挙

手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第１号は、許可と決定いたします。 

次に、議案第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」を

上程いたします。 

 事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案第２号ですが、第１項から第５項につきましては、現地調査を実

施いたしました。 

議案書４ページをご覧ください。 

はじめに第１項です。 

本案件は、第２項と一体案件ですので、一括してご説明いたします。 

お手元の資料２４ページから２７ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図、残高証明書を添付しております。 

本案件は、特定流通業務施設用地とするため、所有権の移転をするも

のです。 

申請土地は、貝塚インターチェンジから北東に約４キロメートルに位置

する農地です。 

農地区分は、農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低い農地

であることから第２種農地と判断しました。 

被害防除については、ブロック、フェンスを設置し、土砂の流出等を防

止します。 

排水については、汚水は合併浄化槽で処理後、側溝に接続し、雨水は浸

透施設にて流出抑制後、オーバーフロー分を側溝へ接続します。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他法令関係は、都市計画法に該当し、現在手続き中です。 

議案書の５ページをご覧ください。 

次に、第３項です。 

お手元の資料２８ページから３１ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図、残高証明書を添付しております。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、所有権の移転をするもので

す。 

申請土地は、ＪＲ誉田駅から東に約１．２キロメートルに位置する農地

です。 

農地区分は、農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低い農地で

あることから第２種農地と判断しました。 

被害防除については、フェンス、土堰堤を設置し、土砂の流出等を防

止します。 

排水については、雨水は自然浸透で処理します。 

次に、第４項です。 

お手元の資料３２ページから３５ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図、預金通帳の写しを添付しており

ます。 

本案件は、駐車場・資材置場用地とするため、所有権の移転をするもの

です。 

申請土地は、京成千原線大森台駅から南に約１．１キロメートルに位置

する農地です。 

農地区分は、水道管、下水道管が埋設された道路の沿道の区域で、申

請地から５００メートル以内に小学校と幼稚園があることから第３種農

地と判断しました。 

被害防除については、のり面の角度を３０度とし、周囲への影響を防止

します。 

排水については、雨水を自然浸透で処理します。 

他法令関係は、宅地造成規制法に該当し、現在手続き中です。 

議案書の６ページをご覧ください。 

次に、第５項です。 

お手元の資料３６ページから３９ページをご参照ください。 

資料は位置図、公図、土地利用計画図、残高証明書を添付しております。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、所有権の移転をするもので

す。 

申請土地は、ＪＲ誉田駅から東に約２．７キロメートルに位置する農地

です。 

農地区分は、農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低い農地で

あることから第２種農地と判断しました。 

被害防除については、土堰堤、フェンスを設置し、土砂の流出等を防

止します。 

排水については、雨水は自然浸透で処理します。 

次に、第６項です。 

お手元の資料４０ページをご参照ください。 

本案件は、専用住宅用地とするため、使用貸借権の設定をするものです。 

申請土地は、千葉都市モノレール千城台北駅から北西に約９００メート

ルに位置する農地です。 

農地区分は、水道管、ガス管が埋設された道路の沿道の区域で、申請地

から５００メートル以内に大学と歯科医院があることから第３種農地と

判断しました。 

被害防除については、ブロックを設置し、土砂の流出等を防止しま

す。 

排水については、汚水は汚水管に接続し、雨水は貯留浸透施設にて処理

後、側溝へ接続します。 

他法令関係は、都市計画法に該当し、現在手続き中です。 

議案書の７ページをご覧ください。 

次に、第７項です。 

お手元の資料４１ページをご参照ください。 

本案件は、資材置場用地とするため、所有権の移転をするものです。 

申請土地は、京成千原線学園前駅から南西に約８００メートルに位置す

る農地です。 

農地区分は、駅から１キロメートル以内の農地であることから、第２種

農地と判断しました。 

被害防除については、ブロックを設置し、土砂の流出等を防止しま

す。 

排水については、雨水は自然浸透で処理します。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

𣘺本委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

次に、第８項です。 

お手元の資料４２ページをご参照ください。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、所有権の移転をするもので

す。 

申請土地は、ＪＲ土気駅から西に約１．３キロメートルに位置する農地

です。 

農地区分は、農業公共投資の入っていない小集団の生産性の低い農地で

あることから第２種農地と判断しました。 

被害防除については、フェンス、土堰堤を設置し、土砂の流出等を防

止します。 

排水については、雨水は自然浸透で処理します。 

事前審査第１班としましては、農地法上の許可基準であります、立地基

準、一般基準に適合しており、申請内容等に特に問題は無いものと判断し、

許可相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第１班班長の説明について、質問、意見等あり

ましたら、挙手をもってお願いします。 

  

第３項について、雨水を自然浸透で処理するとのことですが、土堰堤

を設置しても雨水がオーバーフローするという事例が見受けられます。

本件は、申請土地が非常に大きな面積であることからも、調整池を設置

する必要があるのではないかと思います。申請土地が一定の面積を超え

る場合には、調整池の設置を要件とすることを要綱等で定めることはで

きないのでしょうか。 

 

要綱には強制力がないので、申請者に義務を課すためには法的根拠が

必要になります。太陽光発電施設用地とする場合には開発許可の対象で

はないので、開発に関する規制もできない状況です。今後国の動向等を

注視していきたいと思います。 
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𣘺本委員 

 

 

 

 

 

横山委員 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

 

 

議場 

 

議長 

（長谷部会長） 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

わかりました。千葉県内で山林を切り開いて太陽光発電事業を行って

いる場所で、土地改良区にまで水が流れて困惑しているという事例も新

聞で目にしました。都市計画法上の開発行為で、一定規模の面積を超え

る場合には調整池を設置することとなっているので、このことは要望と

して受け止めていただければと思います。 

 

 第１項について、申請地の場所は市民農園として利用されていたかと思

いますが、本申請により市民農園はなくなってしまうのでしょうか。 

 

 申請地は以前、市民農園や筍掘り体験等を行う場所として利用されてい

ましたが、登録を取り消し、現在は廃業している状態です。移転等も特に

ないとのことです。 

 

他に質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、議案第２号について第１項から第

３項の千葉県農業会議諮問案件については、諮問に対する意見が許可相当

であれば許可、不許可相当であれば次回総会で再度検討することとし、そ

の他の項については許可とすることに賛成の方は、挙手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第２号は、許可と決定いたします。 

次に、議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請について（一

時転用）」を上程いたします。 

事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案書の８ページをご覧ください。 

第１項と第２項は関連案件となりますので、一括してご説明いたしま

す。 

資料は４３ページから４６ページの位置図、公図、土地利用計画図をご

覧ください。 

 本件は、千葉県茂原市に所在を置く法人が、千葉市若葉区東寺山町に
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議場 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

在住の個人の方々が所有する、同町の畑計３筆において、近隣のプラン

ト施設改修工事の作業用地及び工事車両の駐車場として利用するため一

時転用許可を取得するものです。 

施設の概要としましては、農地を土木シートで養生し、その上に鉄板

を敷き、造成等は行いません。 

被害防除対策として、作業用地には仮囲いを設置し、排水について

は、それぞれ雨水は自然浸透、汚水は発生しません。 

一時転用期間は、許可日から令和９年１月３１日です。 

事前審査第１班といたしましては、特に問題ないものと判断し、許可

相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第１班班長からの説明について、質問、意見等があ

りましたら、挙手をもってお願いいたします。 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、許可することに賛成の方は、挙手

願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第３号は、許可と決定いたします。 

次に、議案第４号「特定生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願に

ついて」を上程いたします。 

事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案書の９ページをご覧ください。 

第１項は、緑区誉田町１丁目に在住の方が所有している、同町の畑４筆、

合計面積１，５８１平方メートルについて、買取り申出者の夫が農業の主

たる従事者であったことを、令和６年１月２９日の現地調査により、山下

推進委員に確認していただきました。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議場 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買取り申出の事由は、農業従事者の「死亡」によるものです。 

事前審査第１班といたしましては、特に問題はないものと判断し、証明

書を発行することについて、承認相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

 ただいまの、事前審査第１班班長からの説明について、質問、意見等があ

りましたら、挙手をもってお願いいたします。 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、承認することに賛成の方は、挙

手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第４号は、承認と決定いたします。 

次に、議案第５号「千葉市農用地利用集積計画（案）の決定につい

て」を上程いたします。 

事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

本案件は、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５

条第２項の規定に基づき、改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定により、市長より農業委員会に対して、農用地利用集積計画

案の適否についての判断を依頼されたものです。 

議案書の１０ページをご覧ください。 

第１項は、緑区あすみが丘在住の農家の方が、若葉区野呂町在住の方

が所有する同町の畑２筆、合計面積５，１８２平方メートルに賃借権を

再設定するもので、設定期間は６年、権利者の作付品目は、「オクラ、ほ

うれん草」です。 

第２項と１１ページの第３項は、権利者が同一のため一括して説明し

ます。 

千葉県富里市立沢所在の農地所有適格法人が、緑区高田町在住の方、
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他１名が所有する同町の畑１１筆、合計面積５，６８７平方メートルに

賃借権を新たに設定するもので、設定期間は３年、権利者の作付品目

は、「小松菜」です。 

第４項は、若葉区川井町所在の農地所有適格法人が、若葉区高根町在

住の方が所有する同町の田１筆、面積２，６６１平方メートルに賃借権

を再設定するもので、設定期間は６年、権利者の作付品目は、「水稲」で

す。 

次に１２ページをご覧ください。 

第５項は、若葉区下田町所在の農地所有適格法人が、同町在住の方が

所有する同町の畑１筆の一部、面積２,１５０平方メートルに賃借権を新

たに設定するもので、設定期間は５年、権利者の作付品目は、「さとい

も、さつまいも、落花生」です。 

第６項以降は、農地中間管理機構の千葉県園芸協会が実施する農地中

間管理事業に係る案件です。 

第６項から１３ページの第８項は、権利者が同一のため一括して説明

します。 

緑区おゆみ野中央所在の農地所有適格法人が、同区平川町在住の方、

他２名が所有する同町、若葉区富田町の畑７筆、合計面積１２，２２９

平方メートルに賃借権を新規又は再設定するもので、設定期間は５年、

権利者の作付品目は「ブルーベリー」です。 

次に１４ページをご覧ください。 

第９項は、花見川区武石町在住の農家の方が、同町在住の方が所有す

る同町の畑１筆、面積３５３平方メートルに賃借権を再設定するもの

で、設定期間は５年、権利者の作付品目は、「人参」です。 

第１０項は、緑区土気町所在の農地所有適格法人が、同区平山町在住

の方が所有する同町の田２筆、合計面積２，３８０平方メートルに賃借

権を再設定するもので、設定期間は５年、権利者の作付品目は、「水稲」

です。 

第１項から第１０項の合計面積は、３０，６４２平方メートルです。 

全項について、利用権の受け手要件に適合し、改正前の農業経営基盤

強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると判断されます。 

説明は以上でございます。 
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議長 

(長谷部会長) 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議場 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

 

事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

 ただいまの、事前審査第１班班長からの説明について、質問、意見等があ

りましたら、挙手をもってお願いいたします。 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、決定することに賛成の方は、挙

手願います。 

 

――― 挙 手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第５号については、原案どおり決定と

いたします。 

 次に、議案第６号「相続税の納税猶予に関する適格者証明願について」

を上程いたします。 

事前審査第１班班長、ご説明をお願いします。 

 

ご説明いたします。 

議案書の１６ページをご覧ください。 

第１項です。被相続人が所有し、耕作していた若葉区都賀５丁目の畑

１筆、面積１，２２０平方メートルについて、相続税の納税猶予の特例

適用を受けようというものです。 

相続人である千葉県茂原市在住の妹が、被相続人から、引き続き耕作

を行っていることを、竹下推進委員と事務局職員にて、１月２３日に現

地調査を実施し確認しております。 

次に第２項です。 

被相続人が所有し、耕作していた稲毛区宮野木町の畑２筆、面積計

２，９９７平方メートルについて、相続税の納税猶予の特例適用を受け

ようというものです。 

相続人である稲毛区小中台町在住の子が、被相続人から、引き続き耕

作を行っていることを、竹下推進委員と事務局職員にて、１月２３日に

現地調査を実施し確認しております。 

議案書の１７ページをご覧ください。 

次に第３項です。 
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事前審査第１班 

（ 齊藤班長 ） 

 

 

 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

横山委員 

 

 

 

事務局 

 

横山委員 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議場 

 

被相続人が所有し、耕作していた緑区誉田町１丁目の畑３筆、面積計

２，６８３平方メートルについて、相続税の納税猶予の特例適用を受け

ようというものです。 

相続人である同区同町在住の子が、被相続人から、引き続き耕作を行

っていることを、山下推進委員と事務局職員にて、１月２６日に現地調

査を実施し確認しております。 

事前審査第１班といたしましては、特に問題ないものと判断し、承認相

当と意見決定いたしました。 

説明は、以上でございます。 

 

 ありがとうございました。 

ただいまの、事前審査第１班班長からの説明について、質問、意見等があ

りましたら、挙手をもってお願いいたします。 

 

 第２項及び第３項について、相続人の方は相続開始前において農業に従

事した実績がないとのことですが、相続を開始するに当たり就農するとい

うことでしょうか。 

 

お見込みのとおりです。 

 

同じく第２項及び第３項について、いずれのケースも被相続人の方がか

なりの規模の農地を所有していて、相続されるのはその一部とのことです

が、農地の利用状況はどのようになっているのでしょうか。 

 

今回相続税の納税猶予の特例適用を受けようとする農地以外の場所に

ついても、耕作を続ける意向であると聞いております。 

 

他に質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

事前審査第１班班長の説明のとおり、承認することに賛成の方は、挙手

願います。 

 

――― 挙手 ――― 
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議長 

(長谷部会長) 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

議場 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

賛成全員でございますので、議案第６号は、承認と決定いたします。 

次に、議案第７号「千葉市農地利用最適化推進委員の委嘱について」

を議題とします。事務局より説明願います。 

 

 議案書別冊をおめくりください。 

議案第７号「千葉市農地利用最適化推進委員の委嘱について」ですが、

農業委員会等に関する法律１７条第１項の規定に基づき千葉市農地利用

最適化推進委員を委嘱しようとするものです。 

 欠員となっていた第４地区の推進委員について、２名の方からご応募頂

き、千葉市農地利用最適化推進委員の選考等に係る要綱及び同選考要領に

基づき組織された、千葉市農地利用最適化推進委員選考委員会により、１

月に書類選考、２月に面接試験を行い、結果として伊原茂継氏を候補者と

するものです。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

お聞きのとおりでございます。 

議案書のとおり、第４地区の農地利用最適化推進委員を委嘱してよろ

しいか採決いたします。委嘱することに賛成の方は挙手願います。 

 

――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第７号は原案どおり決定といたしま

す。委嘱式は、午後の合同会議の冒頭で執り行いたいと思います。 

 以上で審議案件は終了いたしましたので、報告案件について、第１号

から第６号までを一括して上程いたします。 

 事務局より説明願います。 

 

報告案件について、ご説明いたします。 

議案書の１８ページをご覧ください。 

報告第１号「農地法第３条の３の規定による届出について」は、相続

等により農地の権利を取得した旨の届出があったもので、１件ございま

した。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類も含め完備しておりましたので、全項受理通知書を交付いた

しました。 

議案書の１９ページをご覧ください。 

報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による届出について」

は、市街化区域内の農地を転用するため、その旨の届出があったもの

で、５件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、全項受理通知書を交付いた

しました。 

議案書の２０ページをご覧ください。 

報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による届出について」

は、土地所有者以外の者が市街化区域内の農地を転用するため、その旨

の届出があったもので、議案書の２５ページまでに３６件ございまし

た。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、全項受理通知書を交付いた

しました。 

議案書の２６ページをご覧ください。 

報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」は、

農地所有者と借り手の耕作者の双方の合意による賃貸借の解約について

農業委員会に通知するもので、２件ございました。 

添付書類も含め完備しておりましたので、通知を受理いたしました。 

議案書の２７ページをご覧ください。 

報告第５号「地目変更登記に係る照会に対する回答について」は、 

１２件ございました。 

申請地の現況について、農地であるか非農地であるか法務局から照会

があったもので、農業委員による現地調査を行いました結果、いずれ

も、内容につきましては、記載のとおりであり、法務局に回答済みでご

ざいます。 

議案書の２８ページをご覧ください。 

報告第６号「賃借料情報の提供について」は、農地法第５２条に基づ

き本市における賃借料を算出し、毎年、情報提供しているものです。 

具体的には、昨年の１月１日から１２月３１日までの１年間に、農地
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

議長 

(長谷部会長) 

 

 

 

 

 

 

 

法第３条による許可や農用地利用集積計画の公告を行ったデータなどを

基に算出した、１０アール当たりの賃借料水準について、田・畑別、行

政区別にお示ししたもので、金額は記載のとおりです。 

 農地を貸し借りしようとする方々の目安となるよう、参考として情報

提供するものであり、今後、農業委員会だより３月号や農業委員会のホ

ームページなどにより、周知する予定です。 

 なお、中央区、稲毛区については、田・畑ともに事例がなかったた

め、記載しておりません。 

報告案件につきましては、以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの報告第１号から第６号について、質問、意見等がありまし

たら、挙手をもってお願いいたします。 

 

質問、意見等無いようです。 

これらは報告案件でございますので、ご承認いただきたいと存じま

す。 

以上をもちまして、令和５年度第１２回千葉市農業委員会総会を閉会

いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、慎重審議を賜りまして、ありがと

うございました。 

 

閉  会 （午前１０時４５分） 


